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　こ
の
た
び
、
北
海
道
地
方
郵

便
局
長
会
（
檜
山
地
区
会
理
事

上
ノ
国
郵
便
局
長
・
國
友
龍
起
）

が
作
製
し
た
疫
病
撃
退
ア
マ
ビ

エ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
レ
ー
ム
切

手
を
、
町
へ
寄
贈
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
疫
病
を
治
め
る
と

伝
え
ら
れ
る
妖
怪「
ア
マ
ビ
エ
」

を
題
材
と
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
な
ど
の
沈
静
化

の
願
い
を
込
め
て
作
製
さ
れ
た

も
の
で
す
。

切
手
に
新
型
コ
ロ
ナ

沈
静
化
の
願
い
を
こ
め
て

　
12
月
25
日
、
江
良
漁
港
内
の

環
境
美
化
の
た
め
に
、
港
内
の

清
掃
を
し
て
い
た
だ
い
た
㈱
松

本
組
（
代
表
取
締
役
社
長
・
大

越
雄
司
）
に
、
町
長
か
ら
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
同
社
が
地
域
貢
献

活
動
の
一
環
と
し
て
行
っ
た
も

の
で
、
漁
港
内
航
路
の
確
保
や

漁
業
・
漁
船
の
被
害
を
防
ぐ
こ

と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

江
良
漁
港
内
を
キ
レ
イ
に

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

ま
ち
の
話
題

　
12
月
、
松
前
中
学
校
の
生
徒

が
、
姉
妹
都
市
の
福
島
県
伊
達

市
（
旧
梁
川
町
）
の
生
徒
と
Ｚ

ｏ
ｏ
ｍ
を
用
い
て
Ｗ
ｅ
ｂ
交
流

を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、

毎
年
行
っ
て
い
た
お
互
い
の
ま

ち
を
訪
問
す
る
生
徒
会
交
流
が

で
き
な
か
っ
た
た
め
行
わ
れ
た

も
の
で
す
。

松
中
生
が
姉
妹
都
市
と

　
　
　
　
　
Ｗ
ｅ
ｂ
交
流

　
12
月
28
日
、
町
の
災
害
用
備

蓄
倉
庫
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
こ
の
備
蓄
倉
庫
に
は
、
災
害

が
起
き
た
と
き
に
備
え
、
皆
さ

ん
の
命
を
守
る
た
め
の
、
災
害

時
用
の
食
料
品
や
暖
房
具
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
用
の
備
品
な
ど
を
保
管
し
て

い
ま
す
。

町
の
災
害
用
備
蓄
倉
庫

　
　
が
完
成
し
ま
し
た

まちの話題

切手は、Ｗｅｂで販売受付されており、
なくなり次第終了となります。

画面越しで手を振り合う生徒たち

直
接
会
え
な
く
て
も

笑
顔
で
交
流
で
き
ま
し
た


～  高額介護合算療養費について  ～
後期高齢者医療制度のお知らせ後期高齢者医療制度のお知らせ

　高額介護合算療養費は、医療保険と介護サービスの両方を利用している世帯の方の自己負担を軽減する

ための制度です。

　同じ世帯の被保険者が1年間に支払った「医療保険」と「介護サービス」の自己負担額の合計額が、表

の基準額（限度額）を超えた場合は、その超えた額が高額介護合算療養費として支給されます。

※「医療保険」または「介護サービス」の自己負担額のいずれかが0円の場合は対象となりません。

※支給額が500円以下の場合は支給されません。

　対象となる方には、申請書類が送付されますので、届きましたら福祉課または各支所で手続きをしてく

ださい。

北海道後期高齢者医療
広域連合
　☎011-290-5601
松前町役場　
福祉課（医療担当）
　☎42-2640

◆ 自己負担限度額表

お問い合わせ先

自己負担額の合計の基準額

3割

1割

現役並み所得者

一　　　　　般

住民税非課税世帯
区分Ⅱ（※１）
区分Ⅰ（※２）

負担割合 区　　　分

【課税所得690万円以上】212万円
【課税所得380万円以上】141万円
【課税所得145万円以上】  67万円

56万円
31万円
19万円

【1年分の自己負担額の計算期間：令和元年8月1日～令和2年7月31日】

対象世帯

手続きについて

※1　世帯全員が住民税非課税で区分Ⅰに該当しない方
※2　世帯全員が住民税非課税であり、世帯全員の所得が0円（公的年金収入のみの場合、その受給額が80万円以下）、
　　　または老齢福祉年金を受給している方

　
こ
の
た
び
、
消
防
作
業
や
防

災
思
想
の
普
及
な
ど
に
関
す
る

活
動
が
認
め
ら
れ
、
各
表
彰
状

が
そ
れ
ぞ
れ
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

※
敬
称
略

（
　
）
内
は
所
属
分
団
名

北
海
道
消
防
定
例
表
彰

10
年
勤
続
章

　
藤
林

　
　寿
（
松
前
）

　
大
西
裕
次
郎
（
松
前
）

　
斉
藤

　清
春
（
大
島
）

　
山
田

　真
之
（
大
島
）

渡
島
西
部
広

賞
詞

　
熊
木

　正
伸
（
小
島
）

　賞
誉

　
吉
川

　
　誠
（
大
島
）

　
川
村

　友
也
（
大
沢
）

　
八
木
澤
弘
美
（
さ
く
ら
）

北
海
道
消
防
協
会
定
例
表
彰

30
年
勤
続
章

　
川
合

　勝
礼
（
松
前
）

　
鳴
海

　政
樹
（
大
沢
）

　
伊
藤

　勝
利
（
大
沢
）

10
年
勤
続
章

　
藤
林

　
　寿
（
松
前
）

　
大
西
裕
次
郎
（
松
前
）

　
堀
川

　亨
一
（
小
島
）

　
斉
藤

　清
春
（
大
島
）

　
山
田

　真
之
（
大
島
）

　
石
戸

　
　保
（
大
沢
）

 

北
海
道
消
防
協

　
石
山

　昭
光
（
小
島
）

　
髙
山

　和
夫
（
小
島
）

消
防
団
員
の
方
々
が

　
　
表
彰
さ
れ
ま
し
た

北
海
道
知
事
表
彰

北
海
道
消
防
協
会
長
表
彰

渡
島
地
方
支
部
長
表
彰

管
理
者
表
彰
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